
わくわく事業とはわくわく事業とは

わくわく事業

令和４年３月12日（土）に公開審査会を開催し、申請のあった15団体の事業すべてを採択しました。

＊安全・安心な地域づくりを推進する事業
　美里１丁目お助け隊 、東山町自治区お助け隊 
＊保健、医療又は福祉を通して地域づくりを推進する事業
　広川活き生きclub、かみいけ健幸づくりサークル 、東山町元気アップ会、まちの保健室IN美里 
＊地域の生活環境の改善、景観づくり、自然環境保全を通して地域づくりを推進する事業 
　美里地区高齢者クラブ連合会、樫尾川ホタルの優しい光を楽しむ会、御立花の会、美里二区元気アッ

プ教室 
＊地域の伝統、文化、郷土芸能又はスポーツを通して地域づくりを推進する事業
　御立PSG（ピン、シャン、元気）倶楽部、美里・挙母音頭保存会、美里ふるさとまつり実行委員会 
＊子どもの健全育成を通して地域づくりを推進する事業
　「お茶の間サロン」を進める会、東山町街づくり実行委員会（NEW）（NEW）

新規団体紹介

美美美里里里地域会議地域会議み

さ
と

よりだよりだ
令和５年１月号 No.29
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会長あいさつ

地域会議とは

　日頃は美里地域会議の活動にご理解とご協力をいただき、誠にあり
がとうございます。地域会議では、発災時に自分のことを自分で助け
られる防災に強い地域にするために「みさとのみんなで防災力アッ
プ」事業に取り組んでいます。その中で自治区にご協力をいただき開
催している防災出前講座は、今年度末で14自治区中10自治区での開
催を終える予定です。また、区長会、自主防災会、消防団と防災に関
する意見交換会を11月に行いました。
　さらに、皆さまが元気で、明るく、楽しく、住みやすい美里地区に
繋げていくために、各自治区の役員様、各種団体の役員様にアンケー
トを実施し、美里地区にどのような課題があるか集約しています。そ
の結果を参考にして、令和５年度に豊田市に対して、地域課題とその
解決策を提言していく予定です。
　何を行うにも地域の皆さまの協力がないことには実行できませんの
で、今後も皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

会長 岡田 宏之
（第２宝来自治区）

青木　徹
（美里三区）
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地域会議は中学校区を単位として市内28地区に設置されており、次の２つが、大きな役割となっております。
①市からの諮問に答えること　　　　諮問とは・・・市の施策について、市から委員に意見を求めるもの
②地域の課題を集約して、その解決策を市へ提言すること
現在は、美里地区住民の防災自助力を高めるため「『みさと』の『みんな』で防災力アップ」に
取り組んでいます。並行して、美里地区をより住みやすい地域にするため、令和５年度に美里地域会議から市
へ美里地区の課題と解決策について提言することを目標に検討を進めています。　　→　詳細は、中面へ

委員紹介

令和５年度の 活動団体を募集します

豊田市役所　高橋支所　地域振興担当
住所：豊田市東山町２－１－１　　　　 電話：80-0077　　FAX：80-0092

E-mail：takahashi-shisho@city.toyota.aichi.jp
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会　長 副会長

任期：令和４年４月１日～令和６年３月３１日　　　　（　　）内は自治区名

地域づくり（地域課題解決・地域活性化）に取り
組む事業に対して、市が補助金を交付し、活動を
助成する仕組みです。

活用しやすくなりました令和5年度から制度の一部が変更となります。
主な変更点
 ・申請回数の制限がなくなり、事業目標や計画に合わせて、必要な回数を申請できます。
 ・申請回数ごとの補助率の上限がなくなります（申請回数に関わらず、一律９割が上限です）。
 ・審査会は、審査員との質疑応答にて行います。
 ・地域会議委員による審査から、わくわく事業団体と支所職員による審査になります。
 ・以下の条件を全て満たしている団体は、100万円を超えた額を申請できます。
　 （１）申請内容に関する活動が、15年以上継続していること
　 （２）申請内容に関する活動について、国・県・市等の表彰を受けていること
募集期間
　令和４年12月12日（月）～令和５年1月31日（火）
　＜受付時間＞午前８時30分～午後５時15分　※期間内の土日祝、12月29日～1月3日は除く。
公開審査会
　日時：令和５年３月11日（土）午後１時～
　場所：高橋コミュニティセンター　２階　大会議室

申請を希望する団体は、豊田市役所高橋支所へご相談ください。

〈東山町街づくり実行委員会〉
　毎年、東山町ふれあい広場で行われていた
年末恒例のイルミネーションを、地域の子ど
も達と新たに作り、バージョンアップさせて、
より広い範囲の方々に楽しんでいただくた
め、わくわく事業に申請しました。
　イルミネーション鑑賞会は、令和４年12月
18日（日）16時開始予定で、美里地区、隣接
の高橋地区の方々にもご案内していきます。

募集要項は、美里交流館や高橋支所に置いてあります。豊田市のホームページからも見られます。
https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/jichiku/1036902/wakuwakujigyo/1005025.html



美里地域課題解決事業『みさと』の『みんな』で防災力アップ　に取り組んでいます

　　講師を自治区へ派遣して、防災に関する出前講座　を開催しました

　　家具の固定に関する講座：野見山自治区（７月４日）、第２宝来自治区（７月 24 日）、
　　　　　　　　　　　　　　御立自治区（10 月 30 日）
　　親子向け防災に関する講座：第１宝来自治区（10 月 16 日）、美里四区自治区（11 月 20 日）

　（諮問内容）
　豊田市山村地域の持続的発展及び都市と山村の共生に関する条例（令和 3 年 12 月 28 日
条例第 38 号　略称「山村条例」）の理念の実現に向けた今後の取組の参考にするため、条
例第５条に定める市民の役割について、都市と山村地域の交流や連携（つながり）を深める
機会を増やすために、地区住民や地域で実践可能な取組や、そのために必要な方策等につい
て諮問します。

　　美里ふれあいフェスタで　防災に関する啓発　を行いました

　　昨年、美里地区内の全世帯に配布した防災万年カレンダー「まいにち防災」から、防災クイ
　ズを出題し、参加者に防災グッズをプレゼントしました。

　　防災に関する意見交換会　を開催しました

　　美里地区内の自治区長、自主防災会会長、消防団分団長、地域会議委員で、防災に関する意
見交換会を行いました

　　当日の会議録は、豊田市のホームページに掲載されています。
https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/jichiku/1036902/chiikikaigi/1006338/1048390.html

　　豊田市ホームページトップページ → 市政情報 → 地域・自治区 
　　→ 地域自治システム（地域会議・地域課題解決事業・わくわく事業）
　　→ 地域会議 → 美里地域会議 → 令和 4 年度（2022 年度）美里地域会議　会議録
　　→ 令和４年度第８回美里地域会議　第二部　会議録　令和４年 11 月 13 日
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豊田市から「山村条例」について諮問を受けました

山村地域に対する理解を深めるため、足助、旭、
小原地区を見学し、小原地域会議委員と情報交換
しました。

アンケートの結果を参考に
地域会議で協議を重ね、
美里地区の課題とその解決策を
市へ提言していきます。

地域課題を集約するため、自治区の役員様や各種団体の役員様に
「美里地区のまちづくりに関するアンケート」を依頼しました
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令和３年～令和５年に、美里地区内の全ての自治区で開催予定です
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諮問書の授受

足助地区見学 小原地域会議との意見交換会

（諮問に対する美里地域会議の意見）
１　都市部と山村部の交流事業の実施
　（１）姉妹地域の設定による交流事業の実施
　（２）都市部住民向け山村ツアーの開催
　（３）ボランティア交流会の開催
　（４）地域会議間の交流事業
２　山村部についての情報提供の定期的な実施
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地域会議とは

　日頃は美里地域会議の活動にご理解とご協力をいただき、誠にあり
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公開審査会
　日時：令和５年３月11日（土）午後１時～
　場所：高橋コミュニティセンター　２階　大会議室

申請を希望する団体は、豊田市役所高橋支所へご相談ください。

〈東山町街づくり実行委員会〉
　毎年、東山町ふれあい広場で行われていた
年末恒例のイルミネーションを、地域の子ど
も達と新たに作り、バージョンアップさせて、
より広い範囲の方々に楽しんでいただくた
め、わくわく事業に申請しました。
　イルミネーション鑑賞会は、令和４年12月
18日（日）16時開始予定で、美里地区、隣接
の高橋地区の方々にもご案内していきます。

募集要項は、美里交流館や高橋支所に置いてあります。豊田市のホームページからも見られます。
https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/jichiku/1036902/wakuwakujigyo/1005025.html


